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ＤＣ／ＤＣコンバータモジュール（３．３Ｖ／５Ｖ） Ｖｅｒ．２ 
 

 
低電圧動作のＤＣ－ＤＣコンバータモジュールです 

 

 

■特徴 
・電池１本から５Ｖを簡単に得られるモジュールです。 
・電池の終止電圧以下の約０．８５Ｖから動作します。 
・出力電圧を５Ｖあるいは３．３Ｖに簡単に設定できます。 
・５Ｖ（３．３Ｖ）用に作った回路が電池１本で動作させられます。 
・高効率ＤＣ－ＤＣコンバータＩＣ ＡＳ１３２２Ａ採用！（最大効率約９０％） 
・アルカリ電池・ニッケル水素電池どちらでも動作可能、太陽電池にも 
・外部シャットダウン端子付 
・超小型基板：１３×１３ｍｍ 

■仕様 
変換タイプ 昇圧タイプ（ブーストコンバータ） 
最低動作電圧 約０．８５Ｖ 
スイッチング周波数 １．２ＭＨｚ 
内蔵ＦＥＴ最大電流 ８５０ｍＡ ※出力電流ではありません 
アイソレート 入出力はアイソレートされません 
サイズ 約１３×１３ｍｍ 

※製作・使用にあたり巻末の使用上の注意をよく読んでお使いください。 

■内容品 
基板 １枚（部品ハンダ付け済） 

※リード線・電池ホルダーなどは別途ご用意ください。 
■効率と最大負荷電流 
※特性グラフは実測データによるもので保証値ではありません。グラフの切れた末端部分で出力電圧が１０％下がったところに

なります。 

 
■使い方 

写真のように配線するだけでお使いいただけます。そのまま

配線すると３．３Ｖ出力になります。５．０Ｖ出力にする場

合は基板上のジャンパーをハンダでショートさせてくださ

い。５．０Ｖ出力時は電池２本での使用を推奨します。 
出力電圧特性 

出力 3.3V 入力 2.0V 時 

 
写真左上の端子は－端子です。－端子は共通ですので 

全ての－端子は基板内で繋がっています。  
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■回路図 

 

図１：ブーストコンバータの基本回路 

 
 
■回路の説明 

典型的なブーストコンバータ（ステップアップ・コンバータ）回路になっています。ドライブするＦＥＴやダイオードはＩＣ

内に内蔵されているため、外付けはインダクタだけで済んでいます。スイッチング周波数が１．２ＭＨｚと高いため効率が良く、

インダクタの部品サイズを小さくできます。シャットダウン端子は基板上でプルアップされており外部からＧＮＤレベルに引っ

張るとＩＣがシャットダウンします。 
・出力電圧は次の式で計算されます。 
（３．３Ｖ時） 

VOUT= 1.23V×(1+(R4/(R1+R3))) 
= 1.23V×(1+(1M/(82k+510k))) 
= 1.23V×(1+1.689) 
= 3.3V 

（５Ｖ時） 
VOUT= 1.23V×(1+(R4/(R1+R3//R2))) 

= 1.23V×(1+(1M/(82k+244.6k))) 
= 1.23V×(1+3.062) 
= 4.996V 

 
■昇圧型ＤＣ－ＤＣコンバータの動作概要 

図１が昇圧型ＤＣ－ＤＣコンバータの基本回路です。

最初のサイクルでＳＷをＯＮにするとＬのインダクタに

電流が流れ、エネルギーがＬに蓄えられます。アノード側の電圧が低いのでＤのダイオードはＯＦＦのままです。 
次のサイクルでＳＷをＯＦＦにすると、電池の電圧にＬが直列に加わることでＬの電圧分、昇圧されます。この電圧がＤのダ

イオードを介して負荷に流れます。Ｌのエネルギーが放電すると元の電圧に戻りますので、最初の動作を繰り返します。 
 
■使用上の注意 

・入力と出力、極性を間違えないでください。一瞬でもＩＣが破壊されてしまいます。 
・SHDN 端子は１ＭΩでプルアップされていますが、抵抗値が大きいため SHDNピンを手で触ると出力が不安定になる場合

があります。その場合は外部で低い抵抗値でプルアップしなおすか、電源に直結してお使いください。 
・出力電圧は最大５Ｖまでです。５Ｖを超える出力電圧には設定できません。ＡＳ１３２２の絶対最大定格は７Ｖです。 
・設定した出力電圧よりも高い入力電圧を供給しないでください（入力電圧がそのまま出力に出てしまいます） 
・オキシライド乾電池は起電力が高いため、放電初期電圧が約１．７Ｖあります。２本直列すると３．３Ｖを超えるため設定

電圧や本数にご注意ください。 
・改造する場合、出力電圧は２．５Ｖ～５．０Ｖの範囲で使用してください。 
・本モジュールはシングル単電源で動作が保証されています。２台使って＋／－電源にしたり、複数台を並列／直接にして電

流を増やしたり／電圧を上げたりといった使い方はメーカーの設計想定外の使い方となり、正しく動作しない可能性がありま

す。このような使い方はしないでください。 
・本キットはエンジニアの方を対象にした製品です。本製品をお使いになるにはある程度の電気的知識を必要とします。・本

モジュールを使用したことによる、損害・損失については一切補償できません。 
・製造上の不良がございましたら、良品とお取替えいたします。それ以外の責についてはご容赦ください。 
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